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法

思

想
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性

格
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一

面

-
末

法
入
年
仏
教
渡
来
説
に
つ
い
て
-

若

林

隆

光

末
法
思
想
は
教
行
証
の
具
不
を
法
住
年
時
に
当
は
め
た
三
時
説
に
よ

つ
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
そ
の
た
め
末
法
思
想
と
い
え

ぱ
、
三
時
法
住
年
時
説
に
よ
る
時
代
区
分
或

は
そ
れ
に
も
と
つ
く
下

降

・
頽
落

の
史
観
の
面
だ
け
が
強
調
せ
ら
れ
勝
で
あ
る
。
し
か
し
末
法

思
想
は
名

こ
そ
三
時
の
末
法
を
か
り
て
冠
し
て
は
い
る
が
、
本
質
的
に

は
法
滅
の
思
想
に
他
な
ら
ず
、
仏
教
の
動
き
を
固
定
し
た
も
の
と
見
る

単
な
る
年
代
観
と
す
る
こ
と
は
正
し
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
思
想
と
い

う
以
上
、

こ
の
本
質
的
な
性
格
の

一
面
を
無
視
し
、
年
数
の
一
致
だ
け

で
、
末
法
思
想
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
は
、
わ
が
国
鎌
倉
時
代
の
新
仏

教
が
多
く

「末
法
仏
教
」
の
名

で
よ
ば
れ
て
い
る
点
か
ら
い
つ
て
も
、

そ
の
本
質
を
明
か
に
す
る
所
以
で
は
あ
る
ま
い
と
思
わ
れ
る
。
末
法
は

単
な
る
年
代
説
で
は
な
く
、
正
法
に
対
す
る
そ
の
法
滅
、
像
法
に
対
す

る
そ
の
法
滅
を
、
仮
に
末
法
と
よ
ん
で
い
る
の
に
過
き
な
い
の
で
あ

つ

て
、
大
乗
同
性
経
に

一
度
連
説
さ
れ
る
以
外
に
は
、
正
法

・
像
法

・
末

法
が
同
時

に
経
典
中
に
説
か
れ
る
こ
と
が
無
く
、
本
来
末
法
と
い
う
仏

教
の
存
在
す
る
時
代
は
無
い
。
今
そ
の
詳
細
を
述
べ
る
暇
は
な
い
が
、

末
法
思
想
を
単
に
年
代
観
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
か
ら
、
末
法
思
想
が

日
本
仏
教
に
於
て
果
し
た
役
割
が
、
空
疎
な
も

の
に
お
と
し
め
ら
れ
、

末
法
思
想
が
本
来
仏
教
の
中
で
持
つ
て
い
た
筈

の
、
個
人
の
得
証
を
中

心
に
す
え
た
積
極
的
な
価
値
が
見
失
な
わ
れ
て
い
く
よ
う
に
思
え
る
。

こ
の
弊
は
日
本
書
紀
仏
教
伝
来
記
事
末
法
第

一
年
措
定
説
に
最
も
端
的

に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
、

そ
れ
を
破
す
る
こ
と
を

通
し
て
卑
見
を
述
べ
た
い
。

 
周
知
の
如
く
、

日
本
書
紀
巻
第
十
九
、
十
三
年
壬
申
冬
十
月
の
条
に

は
、
百
済
聖
明
王
が
釈
迦
仏
金
銅
像

一
躯

・
幡
蓋
若
干

・
経
論
若
干
巻

を
献
じ
、
別
に
流
通
、
礼
拝
の
功
徳
を
讃
め
た
表
を
よ
せ
た
こ
と
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
で
は
、
欽
明
戊
午
歳
十
月
十
二

日
、
仏
像

・
経
教
井
僧
と
な
り
、
元
興
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
で

は
、
欽
明
七
年
戊
午
十
二
月
十
二
日
に
太
子
像
井
灌
仏
之
器

一
具
及
説

仏
起
書
巻

一
簾
と
あ
る
。
こ
の
間
の
紀
年

の
調
整

の
た
め
に
、
錯
簡
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説

・
二
朝
並
立
説

・
内
乱
説
な
ど
が
立
て
ら
れ
、
中
に
は
異
種
の
干
支

紀
年
法

の
存
在
を
提
唱
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
仏
教
史
記
述
上
最
初
の

重
要
な
事
実
に
つ
い
て
不
分
明
で
あ
る
の
は
ま
こ
と
に
遺
憾
と
い
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
り
わ
け
日
本
書
紀
欽
明
十
三
年
渡
来
説
に
つ
い

て
は
、
古
来
そ
の
表
文
が
金
光
明
最
勝
王
経
の
如
来
寿
量
品
、
四
天
王

護
国
品

な
ど
の
文
に
よ

っ
て
造
作
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
、
そ
の
筆
者
が

(1
)

道
慈
に
帰
せ
ら
れ
て
い
る
。
更
に
近
年
こ
の
記
事
が
欽
明
十
三
年
に
置

か
れ
た

の
は
道
慈
が
そ
の
宗
と
し
た
三
論
系
の
周
穆
王
五
三
年
壬
申
仏

入
滅
、

正
法
五
百
年
、
像
法

一
千
年
説
の
末
法
第

一
年
に
措
定
し
た
も

(2
)

の
で
あ
る
と
の
説
が
あ
る
。
末
法
に
入
る
年
を
仏
教
伝
来
の
年
に
あ
て

る
に
つ
い
て
は
、
奈
良
時
代
初
期
ま
で
は
宮
廷
と
貴
族
に
よ
つ
て
仏
法

興
隆
が
推
進
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
か
、
戊
午
が
存
在
し
な
い
書

紀
の
年

立
の
不
備
を
補
う
た
め
で
あ
る
と
か
、
当
時
唐
仏
教
は
末
法
の

様
相
が
濃
厚
で
あ
る
の
に
、
日
本
の
国
家
仏
教
は
興
隆
の
途
に
あ
る
の

を
誇
示
し
よ
う
と
し
た
為

で
あ
る
等
の
理
由
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ

(3
)

の
説
に
対
し
て
は
既
に
多
く
の
賛
否
が
よ
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
五
五
二

年
が
正
五
像
千
説
の
末
法
第

一
年
に
相
当
す
る
と

の
発
見
に
対
し

て

は
、
理
由
は
別
と
し
て
、
賛
意
を
表
さ
れ
る
方
が
多
い
。

し
か
し
仏
教
伝
来
を
末
法
第

一
年
に
措
定
す
る
と
い
鉱
考
え
方
自
体

が
既
に
矛
盾
を
は
ら
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
れ
に
よ
つ
て
輸
入
さ
れ

た
仏
教

に
優
越
を
誇

つ
た
り
、
仏
教
の
興
隆
を
期
待
し
た
り
、
よ
ぴ
か

(
4
)

け
た
り
す
る
思
想
を
持
つ
こ
と
な
ど
は
自
家
撞
着
と
考
え
ら
れ
る
。
末

法
思
想
は
そ
う
い
う
こ
と
が
出
来
な
い
と
考
え
る
思
想
で
あ
り
、
仮
に

一
歩
譲

つ
て
教
理
内
容
と
関
係
の
な
い
単
な
る
年
代
説
で
あ
る
と
し
て

も
、
書
紀
の
伝
来
記
事
の
筆
者
が
そ
の
年
代
観
を
持
つ
て
い
た
こ
と
が

証
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
論
者
に
よ
れ
ば
筆
者
道
慈
は
そ
の
種

の
年
代
観
に
立
つ
た
も
の
と
さ
れ
、
そ
の
証
と
し
て
、
道
慈
の
弟
子
善

議

の
上
足
、
大
安
寺
安
澄
の

「
中
観
論
疏
記
」
二
十
巻
の
中
の
年
時
説

(5
)

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
大
安
寺
の
伝
統
を
承
け
て
い
る
で
あ
ろ
う
と

想
像
さ
れ
る
以
外
に
は
、
道
慈
滅
後
六
十
余
年
、
大
同
元
年

(
八
〇
六
)

に
著
作
さ
れ
た
孫
弟
子
の
末
疏
に
よ
る
よ
り
は
恐
ら
く
在
唐
中
研
讃
に

つ
と
め
た
師
承
説
、
吉
蔵
の
説
に
よ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
吉
蔵
に
よ
る

と
す
れ
ば
先
ず
日
本
に
お
け
る
三
論
研
究
の
中

心
と
な
つ
た

「
三
論
玄

義
」
に
よ
る
べ
き
で
あ
り
、

そ
れ
に
や
や
遅
れ
て
完
成
し
た
と
思
わ
れ

る

「中
観
論
疏
」
も
現
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
道
慈
は
吉
蔵

の
弟
子
碩
法
師
に
師
事
し
、
ま
た
同
じ
く
吉
蔵
を
う
け
た
智
蔵
か
ら
も

三
論
を
学
ん
で
い
る
か
ら
二
重
の
濃
厚
さ
で
吉
蔵
説
を
継
承
し
て
い
る

筈

で
あ
る
。
そ
の
吉
蔵
の

「中
観
論
疏
」
は
巻
第

一
の
末
、
因
縁
品
第

一
の
条
に

「問

釈
迦
仏
法
凡
有
二
幾
年
一」
と
設
問
し
、
六
説
を
あ
げ

て
い
る
。
即
ち
倶
舎
論
の
正
法
千
年
説
、
摩
耶
経
の
正
法
五
百
年
像
法

一
千
年
説
、
真
諦
の
法
住
二
千
年
説
、
大
集

経

の
六
種
堅
固
三
千
年

説
、
善
見
律
毘
婆
沙
の
四
千
年
説
及
び
古
浬
架
経
の
外
国
舐
疸
精
舎
銘

の
正
法

三
千
年
像
法

一
千
年
末
法
万
年
計

一
万
二
千
年
説
の
諸
説
で
あ

る
。
吉
蔵
は
こ
れ
ら
を
解
説
し
て

「後
五
百
歳
」
と
は
五
百
歳
後
と
い

末
法

思
想

の
性
格

の

一
面

(
若

林
)
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末
法
思
想
の
性
格
の
一
面

(若

林
)

う
の
み
と
し
、
初
五
百
を
正
法
、
「後
五
百
歳
即

属
二像
法
こ

と
し
、

第
六
説

に

「仏
法
若
千
年
已
過

仏
法
欲
レ滅

老

死
至
レ
近

宜
須
ニ

(
6
)

精
進
こ

な
ど
の
語
を
加
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
正
法
千
年
後

の
像
法

時
代
を
さ
す
こ
と
に
な
り
、
「欲
滅
」

へ
の
警
告
に
過

ぎ
な

い
。
更

に

こ
の
後
、

叡
師
の

「喩
疑
論
」
の
得
道
者
の
多
少
に
よ
り
正
像
を
分

つ

説
、
慧
義
法
師
の

「雑
門
論
」
の
無
相

・
有
相

の
説
き
方
に
よ
り
正
像

を
分
つ
説
、
ま
た
人
根
の
利
鈍
に
よ
り
、
仏
在
世
も
滅
後
も
利
鈍
は
あ

る
が
、
総

じ
て
前
を
利
根
、
後
を
鈍
根
と
名
づ
け
、
そ
の
鈍
根
の
中
に

も
前
五
百
年
は
正
法
で
あ
る
か
ら
鈍
中
の
利
、
後

の
五
百
年
は
像
法
だ

(7
)

か
ら
鈍

中
の
鈍
で

「
転
鈍
」
と
名
付
け
る
と
述
べ
て
い
る
。
吉
蔵
は
以

上
の
よ
う
に
末
法
の
語
は
知
つ
て
い
た
が
、
殆
ん
ど
正
法

・
像
法
を
解

説
す
る
だ
け
で
、
末
法
に
は
説
き
及
ん
で
い
な
い
。
「三
論
玄
義
」
「大

(8
)

乗
玄
論
」
第
五
の
竜
樹
に
関
し
て
の
解
説
な
ど
も
、
年
時
観
か
ら
い
つ

て
も
、
法
滅
に
関
し
て
も
、

い
わ
ゆ
る
末
法
思
想
は
明
か
で
な
い
。
し

か
も

「十

二
門
論
疏
」
巻
上
本
に
は
、

「末
世
者
起
レ迷
時
也
 
仏
法
滅
分
ニ三
時
一

一
正
法
五
百
年

二
像
法

一

千
年

三
末
法

三
万
年

今
言
二末
世
一者
非
ニ是
第
三
時
一也

但
正
法
為

レ本
故
以
ニ像
法
一為
レ末

末
是
微
末
之
義

像
是
似
レ末
故
是

一
義

若
分
ニ

(
9
)

像
末
一亦
得
レ分
レ三
」

と
い
つ
て
、
年
時
説
に
厳
格
に
左
右
さ
れ
ず
、
像
法
に
つ
い
て
、
時
節

も
衆
生
も
論
じ
る
の
が
吉
蔵
の
意
の
あ
る
処

で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は

「
法
華
義
疏
」
第
五
響
喩
晶
の
解
説
に
も

「摂
レ末
属
レ
像
」
と
あ
る
に

(
1
0
)

よ
つ
て
確
か
め
ら
れ
、
仮
に

「摩
詞
摩
耶
経
」
説
を
あ
げ
て
い
て
も
、

そ
の
年
時
に
こ
だ
わ
つ
て
興
法
利
生
を
は
か
る
と
か
、
逆
に
正
法
衰
滅

を
歎
く
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
の
が
真
意
で
あ

つ
た
。

こ
の
吉
蔵
説
を

う
け
た
道
慈
は
最
も
三
論
に
精
通
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
か
ら
、
三
論
の
大
小
乗
経
顕
道
無
二
、
所
在

の
経
論
は
す
べ
て
破
邪

顕
正
に
よ
り
証
に
導
く
と
の
説
に
た
つ
筈
で
、
年
代
に
よ
り
同

一
命
運

を
辿
る
と
す
る
末
法
説
と
は
相
容
れ
な
い
立
場
に
あ
つ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

道
慈
は
在
唐
の
折

「仁
王
般
若
波
羅
蜜
経
」

の
講
説
に
よ
り
唐
帝
か

(
1
1
)

ら
義
学
百
高
僧
の

一
人
と
し
て
優
賞
を
蒙

つ
た
と
い
わ
れ
、
ま
た
義
浄

が
則
天
武
后
の
大
歓
迎
裡
に
帰
朝
し
た
事
蹟
は
入
唐
時
在
住
の
西
明
寺

に
於
て
親
し
く
見
聞
し
た
処
で
あ
り
、
そ
の
新
訳
出

「
金
光
明
最
勝
王

経
」
を
将
来
し
、
そ
の
信
奉
を
大
い
に
推
進
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、

続
日
本
紀
の
金
光
明
経
と
最
勝
王
経
と
の
記
事

の
繁
簡
交
替
が
道
慈
の

生
涯
と
全
く
相
お
お

つ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推

測
出
来
る
処
で
あ
る
。

そ
し
て
最
勝
王
経
が
正
法
治
国
、
四
天
王
護
国
を
説
き
、
像
法
の
世
に

正
法
を
以
て
化
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
う
す
る
こ
と
が
国
王
国

土
の
安
寧
、
衆
生
の
安
楽
を
も
た
ら
す
と
勧
め
る
経
典

で
あ
り
、
天
平

十
五
年

(七
四
三
)
殊
勝
の
会
を
設
け
て
の
転
読
は

「像
法

の
中
興
実
に

今
日
に
あ
ら
ん
」
と
の
詔
と
な
つ
て
あ
ら
わ
れ

て
い
る

の
で
あ
る
か

ら
、
「仁
王
般
若
波
羅
蜜
経
」
の
同
趣
旨
の
部
分

と
あ
わ
せ
用
い
れ
ば
、

こ
れ
等
の
経
典
に
よ

っ
て
形
づ
く
ら
れ
る
日
本
仏
教
の
あ
る
べ
き
姿
は
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当
然
、

正
法
治
国
、
令
法
久
住
の
性
格
を
有
す

べ
き
で
、
そ
の
開
始
を

末
法
第

一
年
に
擬
す
る
こ
と
が
有
意
義
で
あ
る
な
ど
と
は
全
く
考
え
ら

れ
て
い
な

い
。

道
慈
は
続
日
本
紀
天
平
十
六
年
十
月
条
に
よ
れ
ば

「愚
志
」

一
巻
を

あ
ら
わ
し
、

日
本
素
綴
の
仏
法
を
行
う
軌
模
が
大
唐
道
俗
聖
教
の
法
則

を
伝
う
る
と
異
な
れ
り
、
若
し
経
典
に
順
う
と
き
は
能
く
国

土
を
護

も

り
、
如
し
憲
章
に
違
う
と
き
は
人
民
に
利
あ
ら
ず

「
一
国
仏
法
 
万
家

修
善
」
云
云
と
述
べ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
虚
心
に
読
め
ぱ
、

わ
が
国

の
仏
教
が
護
国
利
民
に
つ
い
て
不
充
分
な
点
を
、
後

に
い
う

「虚
設
」

た
る
仏
教
以
外
の
儒
教
等
を
排
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
補
お
う

と
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
を
道
慈
が
僧
尼
令
に
よ
る

(
1
2
)

統
制
を
排
除
し
た
も
の
と
な
す
説
が
あ
る
。
し
か
し
道
慈
は
前
に
見
た

よ
う
に
金
光
明
最
勝
王
経
を
こ
そ
強
く
信
奉
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ

と
矛
盾
し
な
い
範
囲
に
於
て
、
換
言
す
れ
ば
そ
の
護
国
利
民
性
に
於
て

の
み

「仁

王
般
若
波
羅
蜜
経
」
を
採
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
嘱
累
品

の
記
述
な

ど
は
無
視
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
道
慈
は
養
老
二

年
(七

一
八
)帰
朝
後
も
常
に
官
の
体
制
側
に
あ
り
、
天
平
元
年
(七
二
九
)

に
は
律
師

に
任
ぜ
ら
れ
て
僧
綱
の
一
員
と
な
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
詳
細
な
資
料
を
あ
げ
る
こ
と
は
出
来
な
か
つ
た
が
、
道
慈
が
い

わ
ゆ
る
末
法
思
想
と
相
容
れ
ぬ
思
想
の
持
主
で
あ
り
、
伝
来
当
初
を
含

め
、
仏
教

は
興
仏
興
国
の
国
土
安
立
万
姓
快
楽
の
も
の
た
る
べ
く
、
国

王
に
よ
つ
て
護
持
さ
れ
、
国
王

・
国
土

・
衆
生
を
護
持
す
べ
き
も
の
と

考
え
て
い
た
こ
と
が
明
か
に
な
つ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
道
慈
が
仏
教

伝
来
記
事
を
起
草
し
た
も
の
な
ら
ば
、
法
興
第

一
年
を
末
法
法
滅
第

一

年
に
措
定
す
る
と
か
、
法
興
を
期
待
す
る
記
事
を
法
滅
開
始
に
あ
て
る

よ
う
な
こ
と
は
な
か
つ
た
考
え
ら
れ
る
。
道
慈
入
唐
当
時
の
唐
は
仏
教

優
位
時
代
に
際
会
し
、
百
済
聖
明
王
献
仏
の
意
図
と
歴
史
事
情
も
末
法

第

一
年
措
定
説
を
支
持
し
な
い
。
し
た
が
つ
て
五
五
二
年
が
仏
滅
千
五

百

一
年
に
相
当
し
た
の
は
偶
合
で
、
伝
来
記
事
が
そ
こ
に
置
か
れ
た
の

は
他
の
事
情
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
他
の
機
会

に
触
れ
た
い
。

1
 
井
上
薫
氏

「
日
本
書
紀
仏
教
伝
来
記
載
考
」
「道
慈
」
(「
日
本
古
代
の

政
治
と
宗
教
」
所
収
)
。

2
 
田
村
円
澄
氏

「末
法
思
想
の
形
成
」
「欽
明
十
三
年
仏
教
渡
来
説
と
末

法
思
想
」
な
ど
、
(「
日
本
仏
教
思
想
史
研
究
浄
土
教
篇
」
及
び

「
飛
鳥
仏

教
史
研
究
」
所
収
。)

3
 
林
屋
辰
三
郎
氏

「日
本
の
古
代
文
化
」
中
村
浩
氏

「仏
教
伝
来
年
代
の

再
検
討
」
(日
本
歴
史
二
八
九
)
友
田
吉
之
助
氏

「仏
教
公
伝
の
年
代
と

異
種
の
干
支
紀
年
法
」
(日
本
歴
史
二
八
六
)
な
ど
の
ほ
か
井
上
薫
氏

「日

本
書
紀
三
題
」
(日
本
歴
史
一
九
四
)
に
対
す
る
田
村
円
澄
氏

「
末
法
思

想
と
道
慈
」
(続
日
本
紀
研
究
一
二
四
)
、更
に
こ
れ
に
反
論
す
る
井
上
薫

氏

「
日
本
書
紀
仏
教
伝
来
記
載
の
思
想
」
(続
日
本
紀
研
究
一
二
七
)
等

が
あ
る
。

4
 
田
村
円
澄
氏
、
井
上
薫
氏
前
掲
論
文
。

5
 
田
村
円
澄
氏
前
掲

「末
法
思
想
の
形
成
」
。

6
 
大
正
蔵
四
二
巻

一
八
頁
。

7
 
同
上
、
同
頁
。

8
 
大
正
蔵
四
五
巻
六
頁

・
十
二
頁

・
七
二
頁
。

9
 
大
正
蔵
四
二
巻

一
七
九
頁
。
1
0
 
大
正
蔵
三
四
巻
五
一
八
頁
。

1
1
 
懐風
藻
。
12
 
二
葉
憲
香
氏

「古
代
仏
教
史
研
究
」
二
三
〇
頁
な
ど
。

末
法
思
想

の
性

格

の

一
面

(
若

林
)
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